
１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね達成できている。

【施策指標】
・指標については、「夫婦そろって早期に不妊検査を受けることにより、適切な医療に繋がった割合」は、目
標を達成している。「サポートプラン作成件数」については、未達成だが、目標には近づいている。
・「この地域で、今後も子育てをしたいと思う親の割合」、「アウトリーチによる支援数」、「妊娠11週以下
での妊娠の届出率」、「検査費・治療費負担軽減率」、「不育症検査を受けることにより、適切な治療に繋
がった割合」は、未達成である。

市民満足度の分析

【満足度29.4%】
・年代別では、最も高いのは30歳台で64.8%、最も低いのは70歳台で19.4%である。
・昨年度と比較すると、全体では11.8ポイント減少しているが、若者世代（24歳以下）では1.7ポイント上昇し
た。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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施策の分析

・「２．妊娠・出産・子育てにおける一貫した支援」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「１．枚方市駅直結の複合施設内にまるっとこどもセンターを設置」の取組満足度は高く、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「３．支援メニューの体系的なマネジメント」は取組満足度、関心・期待度・ニーズはともに平均的である。
・「５．不妊治療ペア検査助成」の取組満足度は低いものの、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「４．相談におけるICT機器を活用した利便性の向上とアウトリーチによる支援」、「６．不育症治療費助成」の関心・期待度・ニーズと取組満足
度はともに低い。

安心して妊娠・出産できる環境
14_01   安心して妊娠・出産でき

る環境づくり

関心・期待度・ニーズが高い

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

29.4％ 6.6％ 64.1％

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

50.9％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

目指すべき姿
（施策満足
度）『安心し
て妊娠・出産
できる環境』
に紐づく全取
り組み⇒青丸
●

上記のうち施
策シート
『 14_01 安
心して妊娠・
出産できる環
境づくり』に
紐づく取り組
み⇒赤ダイヤ
◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人で、
不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、妊娠・出産を望むすべての人が安心して子どもを産み育てられる環境づくりを進め
るため、施策のニーズ把握を行いながら、必要な支援を行える体制を整えていく。
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、すべての取り組みが計画通りに進めることができており、目標達成に向け推進している。

【施策指標】
・「児童発達支援及び放課後等デイサービスを利用する医療的ケア児等の実人数」や「乳幼児健康診査の受診
率」など未達成だが、目標には近づいている。それ以外の指標については、指標を達成している。
・「在園児加点等対象者の内定率」や「児童発達支援及び放課後等デイサービスを利用する医療的ケア児等の実
人数」、「乳幼児健康診査の受診率」、「留守家庭児童会室の待機児童数（4月1日時点）」、「５歳児健康診査
受診率」など未達成である。
・それ以外の指標については、指標を達成している。

市民満足度の分析

【満足度32.5%】
・年代別では、最も高いのは30歳台で61.5%、最も低いのは70歳台で23.7％であった。
・昨年度と比較すると、全体では15.9ポイント減少しているが、若者世代（24歳以下）では2.6ポイントの減少
に留まった。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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※関連指標なし
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取り組みには紐づかない施策指標
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取り組みには紐づかない施策指標
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施策の分析

・「１．保育所（園）のサービス充実（１）定員増や利用調整の見直し、（２）きょうだい別々の保育所を解消、（３）午睡用ふとんの持ち運びの負担解消」、「２．幼稚
園の利用充実（２）預かり保育の拡充」、「７．小学校の給食無償化」、「８．児童手当の拡充」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「２．幼稚園の利用充実（１）お弁当づくりの負担を解消」、「５．乳幼児の健診・相談」の取組満足度は高く、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「３．障害児受け入れ拡充」、「４．医療的ケア児受け入れ拡充（１）職員加配、（２）放課後デイなど」、「６．身体障害児等の健康診査・相談」、「９．放課後の安
全・安心な居場所の確保（１）土曜日の留守家庭児童会室の開室、放課後オープンスクエアの実施時間延長（２）留守家庭児童会室等の三季休業期間の昼食提供（３）留守
家庭児童会室の整備」の取組満足度と関心・期待度・ニーズはともに平均的である。
・「１．保育所（園）のサービス充実（４）保育ドキュメンテーション機能の導入」、「２．幼稚園の利用充実（３）保育ドキュメンテーション機能の導入」の取組満足度
は低いが、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「10．枚方市子ども・若者総合計画」の策定、「11．障害児保育補助の拡充」、「12．1号教育認定こどもに対する障害児保育補助制度の創設」の取組満足度と関心・期待
度・ニーズはともに低い。

安心して子育てできる環境
15_01 子どもが安心して教育・

保育を受けられる環境づくり

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

32.5% 7.0% 60.5%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

41.9％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『安心し
て子育てでき
る環境』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『15_01 子
どもが安心し
て教育・保育
を受けられる
環境づくり』
に紐づく取り
組み⇒赤ダイ
ヤ◆

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

※回答数／全体数1,762
※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向としては、保護者のさまざまなニーズに応じた子どもが安心して教育・保育を受けられる環境づ
くりを引き続き進める。
・夏休みなどの３季休業期間の預かり保育（35人）および公立幼稚園全園における選択制給食（35食）の本格実施
や新たな小規模保育施設の開設など、ニーズや実績等を踏まえた検証を行い、待機児童の解消及び就学前児童の保
育環境の充実を図る。また、「留守家庭児童会室個別施設計画」に基づき、建替えや増築が必要な施設について、
整備手法等の可能性調査を実施していく。放課後の安全・安心な居場所の確保について、利用ニーズ等を踏まえな
がら、すべての児童が放課後に安心して過ごせる居場所づくりを行う。

施策評価員による評価

・財政負担が大きいため、需要と供給の優先順位付けが必要ではないか。「子どもの立場」で何が必要かを再点検
すべきではないか。
・保育士等の処遇改善や資質向上、働きがいのある職場環境の整備に向けたきめ細やかな支援を期待する。
・当該施策に関する取り組みの対象に近い30歳台の満足度は高いが全体の満足度は低下している。要因分析ととも
に、成果の戦略的発信が課題である。
・市のイメージを左右する施策であり、受け入れ側の体制と待遇の整備を並行して進めるべきではないか。
・少子化対応や障害児支援は地道な拡充が必要である。ハード・ソフト両面での検討が必要ではないか。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては概ね達成できている。

【施策指標】
・「こども誰でも通園制度の年間延べ利用人数」については、未達成である。それ以外の指標については、指標
を達成している。

市民満足度の分析

【満足度32.5%】
・年代別では、最も高いのは30歳台で61.5%、最も低いのは70歳台で23.7％であった。
・昨年度と比較すると、全体では15.9ポイント減少しているが、若者世代（24歳以下）では2.6ポイントの減少
に留まった。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績
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施策の分析

【マトリクス分析】
・「１．預かり保育の拡充」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに高い。
・「４．地域子育て支援拠点の拡充」の取組満足度は低いが、関心・期待度・ニーズは平均的である。
・「２．子育て支援アプリの機能拡充（おやこの広場）」、「３．子育て短期支援事業の拡充」、「５．地域子育て相談機関の設置」、「７．こど
も誰でも通園制度の実施」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに低い。

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

32.5% 7.0% 60.5%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

25.5％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

安心して子育てできる環境
15_02 子育てに対する相談体制及

            び地域の子育て支援の充実

目指すべき姿
（施策満足
度）『安心し
て子育てでき
る環境』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『 15_02 子
育てに対する
相談体制及び
地域の子育て
支援の充実』
に紐づく取り
組み⇒赤ダイ
ヤ◆

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、（仮称）子ども未来館の整備や子ども誰でも通園制度の本格実施など、ソフト面と
ハード面それぞれの施策を行い、子育て世帯への支援を行っていく。
・「こども誰でも通園制度」については、令和８年度の本格実施にあたって、私立園含め市内４施設で開始する。
・子育て支援アプリは、機能検証を行い、効果的なリニューアルを行うことで、満足度の向上につなげる。
・（仮称）子ども未来館の整備について、屋内の遊び場とあわせて地域子育て支援拠点の役割や相談機能も備える
ことで、気軽に子育て相談ができる環境を整える。

施策評価員による評価

・身近な地域での支援は重要だが、役割分担や専門性の面で他機関との連携をさらに深化させる余地があるのでは
ないか。
・未利用層を含む当事者の意見を吸い上げる機会を設け、市と市民が双方向でやり取りできる体制を整えるべきで
はないか。
・当該施策に関連する取り組みの対象に近い30歳台の満足度が61.5%に達しており、引き続き施策の充実に向けた
取り組みを要望する。一方で、満足度が昨年より低下していることに対する要因分析や、施策・成果の発信の強化
が必要ではないか。
・子育て支援は市のイメージアップに直結する。満足度を向上させる取り組みを推進してもらいたい。
・子育てに苦労し困っている世帯への支援は社会経済への影響も大きい。地道な施策実行を求める。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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１．施策の概要
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２．市民満足度、取り組み実績および施策指標の分析

取り組み実績および施策指標の分析

【取り組み実績】
・施策の進捗としては、概ね計画通りに進めることができており、目標達成に向け推進している。

【施策指標】
・「児童虐待に関する相談件数」、「児童育成支援拠点の登録人数」は未達成である。

市民満足度の分析

【満足度32.5%】
・年代別では、最も高いのは30歳台で61.5%、最も低いのは70歳台で23.7％であった。
・昨年度と比較すると、全体では15.9ポイント減少しているが、若者世代（24歳以下）では2.6ポイントの減少
に留まった。
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３．具体的な取り組みの進捗と施策指標の実績

※関連指標なし
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施策の分析

・「１．児童相談所の設置準備」の関心・期待度・ニーズと取組満足度はともに平均的である。
・「４．児童育成支援拠点の設置」、「２．児童虐待の防止」の取組満足度は低いが関心・期待度・ニーズは平均的である。

安心して子育てできる環境
15_03 児童虐待等の発生予防、

早期発見、早期対応

満足 不満足
どちらとも
いえない
わからない

32.5% 7.0% 60.5%

「決め手となった取り組みはない」と
回答した人

41.9％

施策満足度

４．取組満足度と関心・期待度・ニーズの４象限マトリクス分析

目指すべき姿
（施策満足
度）『安心し
て子育てでき
る環境』に紐
づく全取り組
み⇒青丸●

上記のうち施
策シート
『15_03 早
期発見、早期
対応』に紐づ
く取り組み⇒
赤ダイヤ◆

取組満足度
が高い

関心・期待度・ニーズが高い

※回答数／全体数1,762

※満足の定義は、「感じている」「やや感
じている」を選択した人

 不満足の定義は、「あまり感じていな
い」「感じていない」を選択した人

※各施策における取組満足度や関心・期待・
ニーズを分析するものであり、異なる施策
間での比較を行うものではありません。
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５．評価を踏まえた今後の方向性

今後の方向性

・施策全体の方向性としては、児童虐待の発生予防に向け、効果的な施策を進めていく。
・児童相談所の開設に向け、必要な人材の確保・育成に取り組むとともに、児童相談所の基本設計・実施設計に着
手するなど、開設準備を着実に進める。

施策評価員による評価

・自治会やＰＴＡの弱体化により地域の周囲の見守りの目が弱まっている。住民の繋がりを促すソフト施策も並行
すべきではないか。
・「決め手となった取り組みはない」が４割を超える現状は、施策が伝わっていない証拠である。安心感の醸成そ
のものを成果と捉え、進捗の広報を強化すべきではないか。
・児童相談所の充実だけでなく多くの関係機関と連携による柔軟な体制づくりも必要ではないか。
・児童相談所の開設等の動きを広報し、市の思いや考えを広く認識してもらうことも必要ではないか。
・児童相談所や児童育成支援拠点の設置は必須である。防止策とあわせて地道な実行を継続してほしい。

６．施策評価員による評価【外部評価】
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